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　　　The　National　Research　Center　for　Disaster　Prevention　has　been　con＿

ducted　continuous　observation　of　the・tectonic　movementof　faults　on　Iwo－jima

（Sulphur　Island），in　the　Volcano　Islands，since　the　retrgcesion　of　the　island

in1968，due　to　awareness　of　the　enormously　rapid　uprising　of　the　is1and

（T．Kumagai　and　H．Takahashi，1976）．As　steam　explosions　and　unexpected

depressions　repeated1y　occurred　in　various　p1aces　of　the　island，the　Research

Center　projected　a　study　of　the　crustal　deformation　of　the　is1and，concent－

rating　especia11y　on　the　horizonta1strain　and　vertical　movement，in　coop＿

eration　with　the　Geological　Survey　of　Japan．　It　was　hoped　that　the
island’s　geo1ogic　activity　cou1d　be　to　some　degree　predicted．

　　　The　Geo1ogical　Survey　provided　a　network　of　observation　stations　as

shown　in　Fig．1and　measured　the　position　of　each　observation　stations　by

the　tri1ateration　method，measuring　distances　between　each　stations　of　the

network　with　a　Geodimeter　MD－60（Nominal　accuracy：±　4■m＋
dlst号器eo蒜tamed），the　m1tlal　measurement　was　made　m　March1976
　　　In　jamary1977，the　second　measurement　of　the　position　of　obser－

vation　stations　was　conducted　by　trilateration　with　the　same　geodimeter，

which　detected　the　deformation　of　the　network　by　crusta1movements．
The　height　of　the　control　point　was　obtained　by　observing　sea－leve1changes

with　a　hydropressure　tidal　gauge　as4，245m（Fig．2）．　　The　metal　p1ate

（Fig．13）of　the　control　point　at　the　summit　of　Mt．Osaka（110．6m）provided

by　the　U．S，Navy　for　topographic　survey　of　the　island　was　added　as　a

new　station　to　the　observation　network．

＊　現在，資源コンサルタント（株）
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　　Though　the　time　span　between　the　first　and　second　observations　was

only　about　10　months，deformation　of　the　network　was　recognized－
Both　negative　and　positive　areas　of　vertica1　movement　as　well　as　of

horizontal　movement　clearly　appeared　in　the　area　of　the　network．　The

average　upheaval　in　the　positive　area　was　about10cm，and　downsinking

in　the　negative　area　also　averaged　about1Ocm．　The　average　shrinkage

of　distance　between　stations　in　the　negative　area　was　about5cm，and

the　average　stretch　in　the　positive　area　was　about5cm　also，

　　It　is　known　that　Iwo－jima（Su1phur　Island）has　risen　from1．1to2．7m

during　the　g　years　bet而een　1968　and　1977．

　　The　vector　of　disp1acement　of　each　observation　station　and　the

qunatity　of　distortion　in　each　of　the　triangular　areas　which　form　the

network　were　calculated　from　the　quantity　of　change　of　distance　between

each　pair　of　observation　stations．　Quantitative　answers　for　the　quali－

tativery　known　compression　in　the　northeastem　area　of　Motoyama　and
norther1y　stretch　in　other　p1aces　in　the　island　were　thus　obtained．

　　Further　observation　of　the　tectonic　movement　on　Iwo－jima（Sulphur

Island）wi1l　be　conducted　repeatedly　by　the　Nationa1Research　Center　for

Disaster　Prevention，using　the　network　provided　by　the　Geologica1Survey
of　Japan．

ま　え　が　き

　火山列島硫黄島では，戦後発生した異常隆起が現在も進行しており，1968年返還以来国

立防災科学技術センター（以下，防災センター）では，断層の変動観測を行ってきた（熊谷・

高橋：1976）．しかし，水蒸気爆発や陥没は島内各所でしばしば起るので，その予知の一環

として，島の地殻変動測量を行い，水平歪と上下変動の解析につき，防災センターと地質調

査所が共同研究を行った．

　1976年3月地殻変動観測網（図1）を設け第I回目の観測を行い（磯ほか，1976），更に

1977年1月に変動をみるための第I回目の観測を実施した．観測には，前回と同じ光波測

距儀・・一・・（公称精度・…幣幣）を用1・・観測点間の距離すなわち辺長距離から三

辺測量により各観測点の位置を求めた．また平均海面の観測を水圧式験潮儀により実施し，

標高の基準4，245m（図2）を定め，各観測点の標高を得た．なお，大坂山（110．6m）頂上の

米軍が設置した基準点の金属標（図3）を新たに観測点Nα13として観測網に加えた．

　地殼変動としては，第I回と第皿回の間隔が約10ヵ月の短い期間であった．しかし，両観

測から，辺長において平均5cmの伸（十），縮（一）の変化があり，垂直方向において平均約

10cmの沈降（一），隆起（十）の変化があった．
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測点名称
㎞1　二段岩

2　■山
ヨ　天山

4　三呵貫
5　1I○岩
6　トーチカ跡
7　〔行■西
8　ホタンク
9　千＾ケロ

10　すりぱち山
11　か皇岩

ユ2宿台靹　　　一
1ヨ　六飯山　　　　！
14　じ■4　　∫／
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，、■　　1■1■■■
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　　三＾に』る辺＾
197フ年　　　北む測IE‘二よ　るi四＾

　　三＾に』る辺＾

図1　観測点網図（1977－1976）
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図2　験潮儀設置図
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図3　大坂山（110．6m）に米軍が設置した

　　基準点，図1の㎞13地点

辺長の変化量から変動ベクトル，変歪量などを求めた．

元山北東部の圧縮や南北方向ののびなど従来から知られていた地殻変動が量的に求められた．

この変動観測は，今後も繰返し行う予定である．

1．竈測の擾暮

　1976年3月に地殻変動観測を目的とした測定網を設置し，それらの間の距離測定を行っ

た．その結果を前報（その2，2－4）で報告した（磯ら・1977）．今回と同様な変動観測を

ユ977年1月（皿回目）に実施した．観測の実施に当っては，観測ごとに精，粗のないよう同

じ観測方法を採用することに努めた．使用した観測器械は前回使用した中距離用光波測距儀

DM－60，セオドライト1秒読TH－01，水準儀と水圧式験潮儀LPT－2型などである．観

測網としては大坂山（110．6m）の米軍の設置した測点（金属標）（図3）をNα13観測点として

新たに加えた．さらに千鳥ケ浜の験潮場にNα14観測点を追加し，標高原点十4，245m（図2）

を水圧式験潮儀の記録解析により定め，各観測点の標高を求めた．

　1．1方位角萬測
　本島は全域が地殻変動地帯であるから，安定地帯を得ることが困難である．従って観測回

ごとに天文方位角を観測する必要がある．第I回目の観測方法に準じて，N皿12からNα1の

方向において，北極星による方位観測6対回を実施した．その結果340．3’2，5’の成果を得

た．第I回目は34003’5．2”であり両者の差は一2．7”である．

1．2　光波測距讐による辺長観測

光波測距儀は直接距離が求められ，三角測量に比べて能率的である．観測点の位置は，観
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測辺長から三辺測量を応用して求めるが，その精度は一等三角測量に匹敵ないしそれを上ま

わるといわれ，この種の観測に応用することはまことに有利である、

　光波測距儀DM－60による辺長観測には，精度を高めるうえから往復観測を行い，同時に

気圧と気温の測定と傾斜角を観測した．これらから気象補正と傾斜補正を行い，さらに，基

準而投影補正を行って辺長距離とした．

　1．3　平均海面の観測

　平均海面をうるための潮位観測を行った．その方法としては，海中に標尺（験潮注）を立て

て，潮位を読取る方法と，験潮儀を用いて潮位を連続記録する方法とがある．今回は後者の

方法をとり，測定機として，水圧式験潮儀L　PT－2型（図2）を用いた．験潮儀の設置場所

にっいては，海底が泥土や砂地でないこと，荒い風，波を防ぐ地形であり，観測網との連絡

が良好であることが必要とされる．

　本島の周囲は常に荒波，強風を直接受けるので，その設置に適した地点が乏しく，場所の

選定には慎重な考慮をはらった、偶然にも千鳥ケ浜の沈船群の一隻は，船尾を砂浜に，船首

を沖合にむけ突堤状に座礁しており，沖合から直接うける風，波を舷側によって避けられる

ので，その左舷（写真ユ）に験潮儀を設置した．

　験潮記録としては，1977年1月14日9時から同年1月18日18時までの連続記録をえた．

低潮時に欠録が生じたこともあったが，解析には支障のない程度であった．解析の結果から

Nα14観測点を標高原点4，245mに決定した、

『榊域紬二1・ぐ∵ぷ
　　　　　　㍗灼よク、二

　　　　一’・・補ζ　三、、・・㌧・

写真1：水圧式験潮儀（L　PT－2型）の設置状況．写真
　　　右側の船から海中ヘケーブルがのびて，その先
　　　　にセンサーが設置されている．千鳥ケ浜には，

　　　第2次世界大戦当時，港建設のためコンクリー
　　　　ト船を多く沈めた．その一つを利用したもので
　　　　ある．
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　1．4水準測■
　観測点の標高は，験潮儀設置地点のNα14の標高4，245mを基準として，セオドライト1

秒読による高低観測から順次決定した．

　また，No1からBM．67．7の間約1，500mは，水準儀による直接測量を行った．気象班庁

舎南にある米軍の設置したBMも測量した．

2．地　殻　変　動

　地殼の水平，垂直変動を解析する場合，不動点の仮定に問題がある．経年変動があるため

に不動点のとり方によって，変動ベクトルが異なることがある1硫黄島においては，不動点を

設置できる安定地帯が得られないので，Nα1を不動点に，また阿蘇台断層地区においてはア：

1（位置は図4を参照）を不動点と仮定して，諸計算をすすめ考察を行う．

アー3　　　　　　アー4

∵
　　・　　　　　∴
、㍍∴・

アー2　．18．5　　　　　　■1

　　　　　アー1
」］・♂　ノ

　　　　　　　　　　“1．　　　　　　　　　6　　　　　“3．7
　　　　　1＋911

　　　　　　　　一α召■
　　　　　。3，2　　　　　　＿1
　　　　3．11＋ω
　　　　・5〕い　　　　　一〇．8
　　　　　池　　　　　　7
　　　　・4．7　　　　＿1
　　　　　…ブ

ガソ、．榊率、

　　　　十5　　　　＿θ　一光波測距による辺艮差
　　　　“2．6
　　　　　　　　　一十g』一光波測距と三角1こよる辺＾差

　　　　　　　　　㈹2”一三角による辺＾讐

　10　　　　　　　　　＋　一伸び

　　　　　　　　　一　一帽み

図4　辺長変化図（1977－1976）
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　　表1　観測点問辺長比較一覧（1976～1977）

辺　　　長 縮小率No、 梛則辺
1976．3　A 1977．1（B） （B）一（A） （8）一（A）／（A）

1 Nq1－Nρ。2
　　　ml，404．172 　　　ml．404．090 　　m－0．082

　　　XlO－5．8

2 一3 1，676．243 1，676．168 ＿O．075 ＿　4．5

3 一5 1，219．568 1219．537 一0．031 一　2．5

4 一13 1，560．023

5 一7 1，563．561 1563．548 一0．013 一0．8

6 一12 424．719 424，719 O．000

7 2－5 1，974，632 1，974．567 一0，065 一　3．3

8 一13 2，295．019

9 ｝4 1848．045 1，847．992 一0．053 一2．9

lO 一　3 705．722 705．685 ＿0．037 一　5．2

11 3－5 1，758．820 1，758．784 ＿O．036 一　2．0

12 一13 2，013．167

13 4－5 841．887 841．844 一0．036 一　4，3

14 5－7 1259．635 1259．620 一〇．O15 一　1．2

15 一6 408－840 408．845 十〇．005 十　1．2

16 一13 353．596

17 6－7 l046．341 1046．339 一〇．002 一　0．2

18 一11 （2，567，297〕 2567．391 十0，094 十　3．7

19 7－8 610．439 610．462 一〇．007 一　1．2

20 一11 （2、仙4，297〕 2仙4．376 十0，077） 十3．2

21 一14 1，662．024

22 8－g 1，377．349 1377．399 十．0．059 十　4．3

23 一14 1，540．697

24 一11 （2，417，322） 2417－435 十〇．113） 十　4．7

25 9－10 1，954．192 1，954．243 十0．051 十　2，6

26 一11 （2965，062） 2，965．200 十0．l18） 十4．O
27 10・l1 （4，028，617） 4，028．868 十0，251） 十　6．2

28 1l一ア1 1，696．674 1，696．727 十0，053） 十　3．1

29 71一ア2 135．261 135，286 十0．025 十18，5

30 ．ア3 218．421 218．425 十〇一004 十　1．8

31 一ア4 196．807 196．801 一0．O06 一　3，0

32 ア2一ア3 152．805 152，806 十0．001 十　0．5

33 一ア4 227．203 229．226 ↓O．023 十10．1

34 73一ア4 148．054 148．095 十0．021 十14－2

（1は，光波による辺長と三角による辺長との差

　　　　　　　　　　　一11一
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　2．1辺長変化
　上述した2回の観測から，辺長の変化量を求め，その結果を表1と図4に示した．これら

の観測の間の期間はユ0ヵ月で短いが元山，千鳥ケ原，摺鉢山，釜岩，さらに阿蘇台断層地区

などに，変化の地区的な傾向が観察できる．すなわち，元山地区においては，表ユの（以下

同じ）辺長の観測番号No1，2，7は一6～一8cm，Nα9，10，11，13は一4～一5cm，Nα5，

14，19が一1～一2cm，Nα22，25は十5～6cm，釜岩を結ぶ辺長の観測番号Nα18，20，26，

27においては平均十10cmを示している．阿蘇台断層地区では辺長の観測番号Nα31が一1

cm，同じくNα29，30，33，34が十1～2cmとなっている．これらの地区的な変化を全体

としてみると観測点Nα8付近と阿蘇台断層線を連ねる線を境として，その東側の辺長のほと

んどが縮（一），その西側は伸（十）の変化を示すはっきりとした傾向が観察される．それらの

変動傾向は，本島のこれまで知られていた傾向であり，本当の（海上にあらわれた部分の）歪

の進行形態を示唆しているものと考える．

　また，阿蘇台断層地区では，阿蘇台断層をまたぐ辺長はすべて伸びており，同断層のひら

く傾向が明白’こあらわれている．

　2．2　変動ベクトル

　観測点No1を不動点とした第I回，第1回の座標値から変動量の方向角，距離を求めたも

のを変動ベクトルとして表2，図5，図6に示す．

　変動ベクトルは，元山地区のNα2，3，4，5，6は西南方向へ4～8cm，千鳥ケ原東部の

Nα8，9は南東方向へ4～5cm，同じく西部Nα9は南西方向へ9cm，摺鉢山Nα10，釜岩Nα

11の両者はともに西方へ6～20cmの変動を示している．阿蘇台断層地区では，Noア．1

表2　観測点座標値および変動一覧（1976～1977）

1976 1　（ID ■距雌．一．⑭一（1）」X　　l」Y

田測点 ■　　　　　　1

X ■
丁 X Y

No，1
mO　OOO mo　ooo mO　OOO m　　　　　　　mO　OOO　l　O000

O010一一
mo　ooo

’

十1，047，367

　　　rn　　　I　　o　ooo一一一一一一一一一一十一■　　　　　　　　i935214□十1．

2 “　　935263 “ 047303 、〇一0491．0066 2332432 O．082
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硫黄島の第皿回地殻変動測量一磯・川野・斉藤・高橋
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国立防災科学技術センター研究速報 第50号　1983年10月

を不動点と仮定するとNαア2は北西方向へ3cm，Nαア．4は南東方向へ3cmと対称的に

大きく変位しているが，Nαア．3は北東方向へわずか0．4cm変位したことになる．

　以上をみると元山地区，千鳥ケ原北部，同南部，摺鉢山，釜岩など本島の変動ベクトルの

方向性の分布に地域性がみられる．

　2．3　水　平　歪　■

　地殼の水平歪量は，各三角形について，独立して計算できる．面積変化率から，最大主歪

軸，最小歪軸，最大勇断歪，および回転量を求めた．その結果を表3，図7，図8に示す

　　　　　2mm

」坦。。」
図7　観測網水平歪図（1977－1976） 。山一。　∴

■∵ノ＼㌧プ＼

ノ　　／
■　　．’

　　　　　　　　一　正賓化
12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　＾蛮　イヒ

　　　　　　　　＾位1貝10－5

図8　面積変化率図（1977－1976）
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硫黄島の第皿回地殼変動測量一磯・川野・斉藤・高橋

　　　表3　観測網水平歪量（1976～1977）

三角形Triang［e 回転■Rotati◎n 面秋変化率Dilatati◎n ＾大主盃軸Maj◎r閉ncipal　　Axis 最小主歪舳MinorPrincipa1　　　Axis ＾大煎断歪MaximumShear　　Strain
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2 153 一2．380 一　6．197 一40一1．156 十　5 一　5．041 一3．885

3 152 一4．115 一　8．667 十26 一　6．425 一　19 一4．191
’　11

4 325 十3．541 一　7．101 一　1．637 一45 一　5．464 一　〇 十　3．827
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5
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国立防災科学技術センター研究速報　第50号　1983年10月

　これから三角形Nα1，2，3，4，5，6，11，12において，面積変化率一3～一11×10．5，

最大主歪軸一1～4×10－5，最小主歪軸一1～一7x10－5，最大勇断歪一3，または，十4

～11×10－5，三角形Nα7，8，9，10，13にて面積変化率十2～7×10■5，最大主歪軸十

3～6×1015，最小主歪軸一1～一5x10’5と十ユ×10－5，最大勇断歪一5～一9×10－5と

十4～6x10－5がそれぞれの地域で観察される．阿蘇台断層地区においては，面積変化率

十10～22x10－5，最大主歪軸十15～23×10－5，最小主歪軸一1～一4×1015，最大勇断

歪一18～一25×10－5と十15～25×10■5である．これらから元山地区と千鳥ケ原東部にお

いて圧縮力が，また千鳥ケ原西部，摺鉢山，釜岩地区に張力が強く作用していることがわかる．

阿蘇台断層地区は，最大勇断歪が岩石の破断を起こしているが，これは断層が活動している

ためである．

　2．4垂庫変動
　垂直変動の考察にあたり，本研究における標高の取扱いについて説明する．第I回観察に

おいては，元山地区のBM．67．7を仮定標高として，各観測点の標高を定め，第皿回の観測

においては，平均海面からの標高を採用した．両者の事情から標高値を直接対比することが

できない．

　よって，垂直変動を求めるためNα11釜岩（海面に近い測点）を起点として，第I回，第皿

回それぞれの相対変動量を求め，それらから比高差を算出し，垂直変動量とした．それらを

表4，表5，図9，10，11に示す．

表4　観測点比高差一覧（1976～1977）

1976・3　　（I） 1977・1　　（lI） 此高差
口。則点

枳高（例 比高（A） 棚高 比高（B） （B）一（A〕

NO11
m7．692 mO．000 　mlO．324 mo．∞o mO．OOO

1 119，027 。111，335 121．6仙 。l11，320 一〇．O15

2 l18，702 。111．010 121．365 。111．041 。O．031

3 115．260 一07．568 117．915 。107，591 。O．023

4 104，206 。　96．514 106．868 。　96－544 。0．030

5 112．686 。104．994 115．296 ．104．972 ＿O．022

6 102．409 。　94．717 104．968 。　94．6“ ＿O．073

7 103，309 。　95，617 l06．038 。　95，714 。O，097

8 98，784 。91．092 101．492 。　91．168 。O．076

9 71，566 。　63．874 74．287 。　63．963 。O．089

10 159，730 。152，038 162．118 。151．794 ＿O，2仙

12 111，932 ．104．240

ア　1 41．362 。　33．670 仙．066 。　33．7ム2 。O．072

2 24，923 ・　17．231 27，575 。　17．251 。O．020

3 22．820 。　15．128 25．462 。　15．138 。O．010

4 40．083 ．　32．391 42．765 。　32、仙1 。0．050

米B．M 110．212 。l02．520 l12，840 。102．516 ＿o．oo4
B．M67．7

67．7 。　60．O08 70，353 。　60，029 。0．021
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硫黄島の第II回地殼変動測量一磯・川野・斉藤・高橋

表5　1968年～1977年間における比高差および標高差
　　　　　　　　　（起点　BM．67．7）

規知点
1968 1976（I） 1977（エ［）

1976－　　1968 1977＿　　1968 1977＿　　1976

1977－1968
枳訓比高（。〕 枳高（比高18 π高｛C （8）一（A） （C〕一（A〕 （C）一（8 枳高差 年変o■

BM．67．7
　m　　　　　　　n．167，7　　0．O 　n，　　　　　　m67，71　0．0 　m　　　　　　m70－41　0．O m

o
．
o

m
O
，
0

m
o
．
o

　　m＋　2，7 　n＋O．30

米，BM 110，6　＋42．9 110．2　＋42．5
　　　■112．8　＋42．4

一　04 一　〇．5 一　0．1 十　2．2 ↓O．24

No．1 119，8　＋52．1 l19．O，十51．3 121．6’十51，2 一　〇．8 十　〇．1 一　〇．1 十　1．8 十0．20

2 119，5一÷51．8 l18．プ・51．O 121，4　＋51－O 一　〇．8 一　〇．8 o．o “　1．9 十〇．20

13 llO．6’十42．9 ■

l124　＋42，O 1－　0．9 十　1．8 十〇．20

lO 161．Ol・93．3 159，7　＋92．0 1621」一・917 一＿　1一；。一一一16 一　0．3 十　1，1 十〇一12

門り　　アー4
　　　　’“5
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　　　アー1
　　　　・“ア　　　　　4

0　　50　100o　　　　　　　　・“3
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図9　垂直変動量（工977－1976）
　　　（起点Nα11）
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　　　図11　比高差による変動量（1977－1976）

　　　　　　　（起点Nα11）

　垂直変動量（表4）はNα1，5，6，米軍BMにおいて一0．4～一7cm，Nα10，一22cm，　その

他の観測点において十3～10cmがあり，阿蘇台断層地域において十1～7cmの差異がみられ

る．垂直変動の地区的な傾向としては元山地区の中央地帯は（一）また，その周辺地帯，すな

わち，平坦地の端に近づく地帯は（十），摺鉢山頂は顕著な（一）がみられ，従来から知られて

いる傾向と一致した結果が得られた．また，直接水準測量を行ったBM67．7を起点（表5）と

するそれぞれの観測点の比高差を比較すると（表4，表5）元山周辺部に属するBM67．7に比

べて，元山中央地帯（Nα1，2，13）は相対的に低くなっており，摺鉢山（Nα10）地区は相対的

に一層低くなったという変動傾向がみられ，前記の傾向とあっている．

　さらに，1968年の硫黄島地図（1／2，5万）の標高と1977年1月の標高（表6）を対比する

と十1．1m～2．7mの顕著な隆起がみられる．そして摺鉢山Nα10の十1．エm，元山地区の十

1．8m，BM67．7の十2．7mの変動は今回の測定で明らかになった地域的な隆起の傾向と一

致した地殻変動をしている．
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硫黄島の第皿回地殼変動測量一磯・川野・斉藤・高橋

表6　1968年～1977年間における垂直変動量

　　　における垂直変動量

1968 1977・1
既知点

枳高 比高（刈 枳・’高 比高｛8〕

19η＿1968

8．N67．7 　『n67．7
『
n
O
，
O

　m70．354
m
◎
．
o

　　m。．2．7

宗8－M 110．6 ．42．9 112．840 。42．S 。2．2

No，1 119．8 。52．1 121．6仙 。51．3 。1．8

2 119．5 “51．8 121．365 三51．O 。1．9

10 161．O 。93．3 162．118 。91．8 。1．1

13 110．6 ．42．9 112．419 。42．1 。2．2

　2．5　ま　　と　　め

　以上述べたように，辺長変化（表1），（図4）には元山地区において，中央地帯とその北東周

辺地帯に縮み（一）現象に片寄りがあり，またNα8観測点を境にその東側は縮み（一），西側は伸

び（十）の現象がはっきりと現れている．変動ベクトル（表2），（図5），（図6）は元山地区・千

鳥ケ原東部・同西部・摺鉢山・釜岩の5地区ごとにそれぞれ類似性が強く現れている．変歪

量（表3），（図7），（図8）は元山地区が全体としては圧縮傾向が顕著にみられるが細かくみると

複雑である．すなわち，その北東部では北西一南東方向の圧縮が顕著であるが，中心部では北

北東一南南西方向の圧縮が顕著で，その西部では東西方向の伸びがみられる．垂直変動（表4），

（表5），（図10），（図11）としては，島全体の隆起が引きつづき進行している．しかし，元山の

中央地区は，その周辺部に対してのみならず，釜岩に対しても沈降に示し，比高差をとってみ

ると東山，天山地点などの周辺部は上昇をつづけている．また，摺鉢山は釜岩と比べ顕著な下

降を示している．

3．お　わ　り　に

　第I回，第皿回の観測結果から，硫黄島の地殼変動量を求め，辺長の伸縮，変動ベクトル，

変歪量，高さについての上昇，下降などから本島に関する地殻変動の数値的基礎資料を得た．

2回の観測とともに光波測距儀DM－60により辺長を求めた．もとより光波測距儀は経験的

にも高い精度を確保できるものであるが，観測中の大気の揺動現象カゲローにより不安定な側

面をもっている．それらを除くためには，観測の時刻を選択することが最も重要な条件である．

本島は交通上の制約があったため上記の条件を完全に満たすことができなかった．今後も繰返

し観測を実施することにより，地殼変動の推移の把握ができ，防災上の重要な資料を提供でき

るものと考える．

本研究に関する数式の教示，ご指導を岩崎一雄技官よりあおいだ．同氏に対して衷心より感

謝する．
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